






























ことはてゝ、午のかひふくころより、相しれるものども五人と舟を共にし ゆく。雨いさゝかはらめいたり。浪風のこゝろもとなきまゝ、舟子らもれいよりくはへていで つ 北の風よと吹て、海の面やゝ浪だつけしきなれど、ひつじのさがりには塩もひくにやあらむ、浅瀬所々にありて、舟すは ぬなど舟子どもわびあへるに、かくては、日のうち、おもふあた へは猶四里ばかりあれば、いかにやあらむといひあへるまゝ、舟の中の人みなおろして舟を出す。からうじて袖つく斗のふ き瀬に舟うけたれば、真帆にかけてはしらす。ゆくりもなくはせつぬ。日かげいと晴やかにさし 申 はじめにやあらん 日和よくなりぬ。あは・かみつふ の山みどりの色、ゑのごとし。す引などいふも 、人あまたに い むもみゆ。人はこだけ斗に杖を手に持て浪をうつに 魚のおどるにやあ む、しろきものみゆといへ 、老たるめにはさやかにも見えずといふをめがねといへるものもて来しとてさし出せるまゝ、これにてう
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かゞへば、げにもいほのあまたすのうへにおどり出る、めざましともいふ斗なし。白き鳥 むれゐて干潟にあさ はかもめにや、はるかにへだてたれば、春の嵐に花の散かゝる まなり。　
ひとつの蘆はらをえてふねかけつがれ、いゐやうのものとり
いでゝ、みな人酒をのみて、からうた打ずたる、いと興あり。此所を田となさば、千町にも及ぶと云ふ。 す らび・くはとろわなど ふ耳ちかゝらぬ具とりいでゝ、何くれとものする、いとむくつけし。わがすむかたは五里が程もへだゝりぬといふ。げにも夕の雲霧にとぢられて、みなれ棹さすか まどへに、さかひよみといふものを月のいづる たをとめて、れ の帆をあげたるに、海の神のめぐみあるにや、 へさに 真帆に風をうけたり。ときこといふばかり し 月は波の千 と 移りて、万の金をゆるがごとし。　
その比、みやこより御下向〔左注・ 「為久卿」 〕まし〳〵けれ











竹千代君御元服行はるゝにより、公卿まうのぼらる。大広間に列居せらる。 」 （ 『新計増補国史大系
　
徳川実紀』第九篇〈吉川弘文館、
一九九一年五刷〉一六頁） 、 「 川幕府家譜 坤の「家治公」に「寛保元辛酉年八月十二日御元服 従二位権 納言ニ任」 （ 『徳川諸家系譜』第一〈続群書類従完成会、一九八 年第三刷〉六五頁）とそれぞれ記されることにより確認できる。儀式が午前中に終了し、 「午のかひふくころ」から出かけたのは事実と見てよいだろう。文中に登場する「いすたらび・くはとろわなどいふ耳ちかゝらぬ具」は天体観測器なので、この船遊びは天文方の調査に同行する形で実施されたのかもしれない。　
為久への小貝献呈と贈答歌に関わる末尾の記述は、信遍が実際に

































































































































































　「あふ」は本来「おふ」とあるべき所で、 『片玉集』 『冷泉余瀝』は誤写と見なさなければならない 、この例は近世の歌書では頻出するので、異同としてはあまり注目するに値しない。重大な異同
「名にし」の助詞「し」の有無、及び「よの」と「よはの」の違いである。そして最中の月との取り合わせでは「名にしおふ」の形が圧倒的に多数派を形成するから、常識的 措辞としては「名にしおふよの」の形があ べき姿 なろう。ただし信遍がどちらの形を最初に作り出したのかはわからないし、二つの形を生み出したのが信遍自身の推敲に依る 、それとも為久の指導 結果であったのかも判然としない。あるいは写し手 さかしらで生まれた異文の可能性も残る。現時点では両形が伝わることを並記するに留めるほかはないが、信遍から筋の い情報 もたらされたはずの池上幸政（のち幸豊）や津村正恭のもと 、す 異文が生じていたとすると、和歌作品の共有という行為 おいて、同時代人の間に 大き 障壁がおのずから生じていたこ を認めざるを得ない。　
最後に、この歌会の実施は八月十二日・十三日のいずれだったか














































て十九日に江戸を発って帰途についている。守山の宿で突如薨じたが、冷泉家時雨亭文庫に伝わる為久の絶筆は文字 体を成しておらず、 脳卒中か何かの発作 襲 れての急死であったことが窺える （拙稿「冷泉家の歴史（二十）為久（下） 」 〈 「しくれてい」七○号、一九九九年一○月〉参照） 。○
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を、難波のよしあしわかぬわざながら、しるしなどつくべきよし、せちにのぞまれ侍りしまゝ、波のもくづかけをくことの侍りし。かのいもうとなる人、世をはかなうせしあとに、かの処士がうたの中に、なかばはかきいれて侍りし。今はなき人のたみに侍れば、くまなく きいだ て、そのは にそのことかきつけよとこふに むねつぶれて、かつは哀なるかた たぐひなくぞ覚えし。かくすけるみちもそのか
（ママ）
にしらざりしことも、



















































実現に奔走していた。信遍が「御奉公」というからには幕臣としての公務を指すはずで、上書の相手は信遍と公務上の関係を有する幕臣と見て間違いない。となると、 「遠江守」は御側衆 加納遠江守久通以外考えられない。しかも、こ 献策 、 「自来子年」即ち延享元年以降の莫大な増収を見込んで成されたことがわかる。
　
　
ここに至って、拙稿「成島信遍年譜稿（十四） 」 （ 『広島大学大学

































A Chronological Record of Narushima Nobuyuki’s Career 
(16)
Keiichi KUBOTA
　　 I wrote about Narushima Nobuyuki’s career from 1689 to 1741 in serial form. This paper 
deals with articles presented to him in the second half of 1741. On August 12th, he attended a 
ceremony to celebrate Takechiyo’s coming of age. After that, he and his friends enjoyed boating in 
Edo Bay and wrote a travel piece titled Umizuto. On August 13th, Reizei Tamehisa held a gathering 
of tanka poets, and his pupils, including Nobuyuki, composed tanka poems on the subject of a full 
moon. In autumn, he gave Ikegami Yukimasa the foreword to a collection of tanka poems by 
Yukimasa’s deceased younger sister. On December 18th, he presented Konden no Kohou, a 
statement connected with development of rice fields to Kanou Hisamichi, a top government official 
of the Tokugawa Shogunate. As usual, Nobuyuki served as mediator between dignitaries around 
Tokugawa Yoshimune and the librarians of Momijiyama Library.
